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担当課番号案内の
�
田 
�
保 の表記は 

�
田 …田無庁舎（南町５～６～１３）

�
保 …保谷庁舎（中町１～５～１）を表します

　

子
育
て
中
の
方
は
、ほ
ん
の
少
し
手
を

貸
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、安
心
し
て
働
き

な
が
ら
子
育
て
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の「
ほ
ん
の
少
し
の
援
助
」を
地
域
で

行
う
の
が
、フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

地
域
の
中
で
子
ど
も
を
預
け
た
い
方

（
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員
）
と
子
ど
も
を
預

か
る
方（
サ
ポ
ー
ト
会
員
）か
ら
な
る
会

員
同
士
の
相
互
援
助
活
動
で
す
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員
を
希
望
す
る
方
は

説
明
会
（
約
２
時
間
）
に
出
席
し
て
く

だ
さ
い
。
出
席
す
る
方
は
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
務
局
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
入
会
登
録
に
必
要
な
も
の　

年
会
費

　

円
、
保
護
者
の
顔
写
真
（
縦
３
セ
ン

５００チ
㍍
×
横
２
・
５
セ
ン
チ
㍍
）
１
枚

◆
子
育
て
支
援
課（
�田
 
�
内
線　

）
１５２２

　

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
の

現
況
届
を
提
出
さ
れ
、
平
成　

年
１３

度
に
該
当
し
た
方
に
は
、
新
医
療

証
（
平
成　

年
１
月
１
日
か
ら　

１４

１２

月　

日
ま
で
有
効
）
を
郵
送
し
ま

３１
し
た
。
引
き
続
き
ご
使
用
く
だ
さ

い
。
現
況
届
が
未
提
出
の
方
は
、

至
急
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
制
度
は
、　

歳
に
達
し
た

１８

日
の
属
す
る
年
度
の
末
日
（
障
害

が
あ
る
場
合
は　

歳
未
満
）
ま
で

２０

の
児
童
の
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
お

よ
び
ひ
と
り
親
家
庭
に
準
ず
る
家

庭
に
対
し
て
、
保
険
診
療
で
か
か

っ
た
医
療
費
の
自
己
負
担
分
（
平

成　

年
１
月
１
日
か
ら
老
人
保
健

１３
法
に
よ
る
一
部
負
担
金
相
当
額
の

控
除
後
）
を
助
成
す
る
制
度
で

す
。

▽
助
成
を
受
け
ら
れ
る
方

◎
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
お
よ
び

そ
の
父
か
母（
父
か
ら
認
知
さ
れ

た
児
童
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

が
、認
知
は
し
た
が
扶
養
義
務
を

果
た
さ
ず
実
態
と
し
て
「
ひ
と
り

親
」
の
状
態
で
あ
れ
ば
対
象
に
な

り
ま
す
）

◎
養
育
者
と
養
育
さ
れ
て
い
る
児

童※
次
の
方
は
助
成
対
象
外
と
な
り

ま
す

◎
所
得
が
制
限
額
（
下
表
参
照
）

以
上
の
方

◎
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

◎
各
施
設
の
自
己
負
担
分
の
な
い

施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

▽
申
請
書
類　

①
申
請
書　

②
戸
籍
謄
本　

③
平

成　

年
１
月
２
日
以
降
西
東
京
市

１３
へ
転
入
さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地

の
区
市
町
村
長
の
発
行
す
る
「
平

成　

年
度
所
得
証
明
書
」（
扶
養
人

１３

数
お
よ
び
各
種
控
除
内
容
・
課
税

状
況
等
の
記
載
さ
れ
て
い
る
も

の
）　

④
加
入
健
康
保
険
証
の
写

し　

⑤
「
身
体
障
害
者
手
帳
」
ま

た
は「
愛
の
手
帳
」（
お
持
ち
の
方
）

　

⑥
印
鑑　

⑦
そ
の
他　

※
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
中
の
方

は
②
の
添
付
を
省
略
で
き
ま
す

が
、平
成　

年
度
児
童
扶
養
手
当

１３

証
書
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
先　

子
育
て
支
援
課
（
田

無
庁
舎
１
階
、保
谷
庁
舎
１
階
）　

※
申
請
の
受
け
付
け
は
、
田
無
庁

舎
お
よ
び
保
谷
庁
舎
の
み
で
取
り

扱
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
子
育
て
支
援
課
（
�田
 
�
内
線　
１５２５

〜　

、
�保

 
�
内
線　

）

１５２８

２１４１

　

株
式
会
社
ア
ス
タ
西
東
京
は
、

旧
社
名
を
田
無
都
市
開
発
株
式

会
社
と
い
い
、
田
無
駅
北
口
地
区

の
再
開
発
で
建
設
し
た
ア
ス
タ

ビ
ル
の
管
理
を
主
な
事
業
目
的

に
、
市
と
民
間
の
出
資
に
よ
っ
て

平
成
２
年
に
設
立
さ
れ
た
第
３

セ
ク
タ
ー
で
す
。
こ
の
株
式
会
社

に
は
、
今
ま
で
に
、
市
が
約
９
億

３
千
万
円
を
出
資
し
、
株
式
の
９

割
近
く
を
保
有
す
る
大
株
主
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
株
式
会
社
の
業
務
は
、
ア

ス
タ
ビ
ル
が
完
成
す
る
ま
で
関

係
権
利
者
の
方
が
営
業
を
続
け

る
た
め
の
、
仮
設
店
舗
の
管
理
を

す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ア
ス
タ
ビ
ル
が
完
成
し

た
平
成
７
年
に
、
本
来
の
業
務
で

あ
る
ア
ス
タ
ビ
ル
の
管
理
を
始

め
ま
し
た
。
こ
の
時
点
で
の
市
の

出
資
金
は
約
１
億
円
で
、
株
式
の

約
５
割
を
保
有
し
て
い
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
を
、
市
が
出
資
す
る

第
３
セ
ク
タ
ー
と
し
て
設
立
し

た
の
は－

◎
ア
ス
タ
ビ
ル
に
出
店
す
る
経

営
者
、
株
式
会
社
を
通
し
て
テ

ナ
ン
ト
に
賃
貸
す
る
床
の
オ
ー

ナ
ー
に
は
、
北
口
地
区
の
関
係

権
利
者
の
方
が
多
く
含
ま
れ
、

こ
の
方
た
ち
の
生
活
の
安
定
を
図

る
こ
と

◎
ア
ス
タ
ビ
ル
の
運
営
が
市
の

商
業
振
興
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
点
で
市
民
生
活
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と

な
ど
株
式
会
社
の
業
務
の
公
共

性
が
高
い
た
め
で
す
。

ア
ス
タ
西
東
京
の
課
題　
　
　

　　

再
開
発
事
業
の
特
徴
は
、
建
築

す
る
再
開
発
ビ
ル
に
関
係
権
利

者
の
権
利
を
権
利
変
換
し
、
そ
の

残
り
の
ビ
ル
の
部
分
を
保
留
床

と
し
て
処
分
（
売
却
）
す
る
こ
と

に
よ
り
、
事
業
費
を
賄
う
こ
と
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
保
留
床
の
処

分
が
完
了
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

再
開
発
事
業
が
完
了
す
る
わ
け

で
す
。
ア
ス
タ
ビ
ル
の
場
合
、
ビ

ル
完
成
間
近
の
平
成
６
年
の
時

点
で
、
約
２
千
平
方�
（
価
額
約

　

億
円
）
分
の
床
の
処
分
先
が
未

１６定
で
し
た
。
そ
こ
で
、
事
業
完
了

の
窮
余
の
策
と
し
て
、
株
式
会
社

が
床
を
購
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
購
入
費
約　

億
円

１６

の
３
分
の
１
を
株
式
会
社
の
自

己
資
金
、
３
分
の
１
を
市
が
株
式

会
社
に
増
資
、
３
分
の
１
を
市
が

株
式
会
社
に
無
利
子
で
貸
し
付

け
る
こ
と
に
よ
り
、
ね
ん
出
し
ま

し
た
。

　

こ
う
し
て
、田
無
駅
北
口
地
区

の
再
開
発
は
無
事
完
了
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
時
の
市
か

ら
の
貸
付
金
の
解
消
が
株
式
会

社
の
経
営
上
の
課
題
に
な
り
ま

し
た
。

　

株
式
会
社
の
経
営
上
の
も
う

１
つ
の
課
題
は
、
購
入
し
た
保
留

床
の
評
価
額
が
バ
ブ
ル
経
済
の

崩
壊
で
地
価
が
下
落
し
た
こ
と

に
よ
り
大
幅
に
下
が
っ
て
い
る

こ
と
で
し
た
。
具
体
的
に
は
、
床

の
価
額
の
う
ち
、
敷
地
分
が
購
入

時
約　

億
５
千
万
円
で
あ
っ
た

１０

も
の
が
、
平
成　

年
３
月
時
点
で

１３

約
３
億
４
千
万
円
に
下
が
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
株
式
会
社
の
保
有
す

る
固
定
資
産
が
減
少
し
た
こ
と

で
あ
り
、
企
業
会
計
に
株
式
会
社

の
資
産
状
況
を
正
確
に
反
映
さ

せ
る
た
め
に
は
、
こ
の
評
価
額
減

少
分
を
計
上
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
７
億
円
余

り
の
評
価
損
を
計
上
す
る
と
、
企

業
会
計
上
、
巨
額
の
欠
損
金
と
繰

越
損
失
を
抱
え
る
こ
と
と
な
る

た
め
、
こ
の
対
応
が
課
題
と
な
り

ま
し
た
。

　
課
題
解
消
に
向
け
て　
　
　
　

　

以
上
の
２
つ
の
経
営
上
の
課

題
、
す
な
わ
ち
、
①
市
の
貸
付
金

の
解
消　

②
土
地
評
価
損
の
計

上
を
解
決
す
る
た
め
、
平
成　

年
１２

に
市
が
約
３
億
円
、
そ
の
他
の
株

主
が
約
３
千
万
円
の
増
資
払
込

を
し
ま
し
た
。
株
式
会
社
は
こ
れ

に
自
己
資
金
約
２
億
１
千
万
円

を
加
え
て
市
の
貸
付
金
５
億
４

千
万
円
を
返
済
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
増
資
を
前
提
と

し
た
減
資
差
益
に
よ
り
、
土
地

評
価
損
７
億
１
千　

万
円
を
計

６００

上
し
た
結
果
の
欠
損
金
の
大
部

分
を
補
て
ん
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
平
成　

年
の

１２

増
資
に
よ
り
、
株
式
会
社
の
経

営
基
盤
は
一
応
安
定
し
た
も
の

に
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。
し
か

し
、
い
ま
だ
に
約
１
億
７
千
万

円
の
繰
越
損
失
を
抱
え
て
い
る

こ
と
な
ど
の
課
題
も
残
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ア
ス
タ
西
東
京
の

効
率
的
な
経
営
に
努
め
る
と
と

も
に
、
健
全
な
経
営
を
通
じ
て
再

開
発
事
業
の
関
係
権
利
者
の
方

の
生
活
の
安
定
、
西
東
京
市
の
商

業
振
興
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
再
開
発
課
（
�保
 
�
内
線　

）
２４９１
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所 得 制 限 額
※
所
得
と
は
、給
与
所
得
者
は

給
与
控
除
後
の
金
額
、確
定
申

告
の
方
は
収
入
か
ら
必
要
経

費
を
引
い
た
金
額

扶養義務者
所得限度額

本　　　人
所得限度額

扶養親族
等の人数

２,３６０,０００円１,５４０,０００円０人

２,７４０,０００円１,９２０,０００円１人

３,１２０,０００円２,３００,０００円２人

３,５００,０００円２,６８０,０００円３人

３,８８０,０００円３,０６０,０００円４人

以降１人増えるごとに３８万円加算

ア
ス
タ
西
東
京
へ
の
出
資
につ

い
て

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

助

成

制

度

助

成

制

度

　
　
　�
�
�
��
�
�
�
	


�
　

　

年
始
の
ご
み
収
集
は
、
１
月
３
日
（
木
）
ま
で
休
み
ま
す
。

　

１
月
４
日（
金
）は
、
田
無
地
域
は
、
び
ん
・

缶
の
収
集
日
で
す
が
、「
も
や
せ
る
ご
み
」
を
収

集
し
ま
す
（
び
ん
・
缶
は
収
集
し
ま
せ
ん
）。
保

谷
地
域
は
、
通
常
ど
お
り
の
収
集
で
す
。

　

以
降
は
、通
常
ど
お
り
の
収
集
と
な
り
ま
す
。

◆
ご
み
減
量
推
進
課
（
�保
 
�
内
線　

）
２２２１

担当課（内線）傍聴人数議　　題と　こ　ろと　　　き会  議  名

企画課
（１１１１）

１０人条例案の作成
田無庁舎２階202・
203会議室

１月８日（火）
午後７時から

まちづくり市民会議
（市民との協働部会）

企画課
（１１１５）

５人
答申項目につい
て

田無庁舎３階庁議室
１月１５日（火）
午前９時３０分～正午

行財政改革推進委員会

社会教育課
（２７１３）

―
市指定文化財の
視察

田無庁舎発
１月１５日（火）
午後１時～４時

文化財保護審議会

社会教育課
（２７１１）

１０人
学校週５日制に
ついて

保谷庁舎３階教育委
員会会議室

１月１５日（火）
午後３時～５時

社会教育委員の会議

田無公民館
（１６７３）

５人
主催講座の審
議ほ

か
谷戸公民館講座室

１月１５日（火）
午後６時～８時

田無公民館運営審議会

生活文化課
（１４２０）

１０人内容の検討
イングビル３階（田無
庁舎隣り）第４会議室

１月１２日（土）
午後７時～９時

男女平等参画推進情報
誌編集委員会

　１月前半に開催される審議会等についてお知ら
せします。会議の日程・議題等は、変更となる場
合がありますので、傍聴を希望する方は、あらか
じめ担当課へお問い合わせください。会議開催予
定は、市報のほか、西東京市ホームページ、両庁
舎入口の掲示板でお知らせしています。

◆広報広聴課（�田 �内線1141)
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市
で
は
、
永
年
に
わ
た
っ
て
職
業
を
通
し
て
、
市
民

生
活
の
向
上
お
よ
び
産
業
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
技
能

者
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
２
月　

日
現
在
で
、
次
の
要

２２

件
を
満
た
す
方
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

▽
推
薦
資
格　

①
主
に
市
内
に
お
い
て　

年
以
上
技

３０

能
職
に
従
事　

②
続
け
て
５
年
以
上
市
内
に
居
住　

③
満　

歳
以
上　

④
す
ぐ
れ
た
技
能
を
持
ち
、
徳
行
著

６０

し
く
後
進
の
模
範
と
な
っ
て
い
る

▽
推
薦
方
法　

田
無
庁
舎
２
階
産
業
振
興
課
に
あ
る

推
薦
書
を
１
月　

日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

１８

※
表
彰
式
は
、
２
月　

日
に
田
無
庁
舎
で
行
い
ま
す
。

２２

◆
産
業
振
興
課
（
�田
 
�
内
線　

）
１４４２

ご推薦ください
技能功労者
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　 説 明 会 日 程　

内　容ところと　き

ファミリー
会員説明会
と入会登録

保谷東分庁舎１月８日（火）
午前10時から

富士町福祉会館
（富士町６～６～13）

１月20日（日）
午前10時から

ファミリー・サポート・センター事務局
（�３８－４１２１）


